
平成２３年５月１５日（日） 活動報告     報告者：木島 

 

（活動内容） 

「ボランティアニーズ聞き取り班」の元で活動。 

AM・PM共に大ヶ口地区の家庭訪問。聞き取り調査とともに、ボランティア派遣のチ

ラシも配布。合わせて４７軒訪問。 

   

大ヶ口地区は、海から１㎞は離れていると思われるが、川を伝って南の地区が水害にあっ

ている。午前中、大ヶ口地区の最も南の地区を回る。平屋建ての町営住宅が、ほぼ水に浸

かる。ほとんどの人が近くの避難所へ移っている。一部の人が、家を片付けて戻った人も

いるが、つい先日、建て壊しが決まった。今は５軒～１０軒程度の人が昼だけ（１日中家

に戻った人もいるが…）家で過ごしている。「取り壊し決まったので、片付ける気もしない。

必要な物を整理するだけ…」「避難所では落ち着かない。家の方が気が楽。」と言う。避難

所の法会は、食料などの生活物資は困っていない。今日もボランティアの人が炊き出しに

来ていた。医師団の訪問もある様子で、医療面でも安心には繋がっている。  

「町営住宅にいた人は仮設住宅への入居申し込みを既に」しているが、いつから入居でき

るのがまだ決まっていないことが心配」という声は数件聞く。仮設住宅が進んでいないこ

とへの不満があるよう。（町内に約３０か所くらい仮設住宅が建設予定。） 

午後、町営住宅の山側にある住宅地を１軒１軒訪問。海側の方は、床上浸水までしたとこ

ろもある。すでに泥水の掻き出しも終わっている。地震での被害は無し。床下に泥が入り

込んで臭いがするとのことで、ボランティアでの掻き出しの希望があったが、すでに朝に

ボランティアセンターに連絡したとのことで、午後よりボランティアの訪問がある様子。 

木島の訪問した中では、緊急に対応するべき家庭はなかった。高齢者夫婦世帯や独居の方

もほとんどいなかった。（子供との同居が多かった。） 

山下さんと町社協の方が回った地区では、昔から脳梗塞後遺症を患っているのに、サービ

スを何も使っていない方がいた。緊急で何かが必要というわけではないが、包括センター

に繋ぐことになった方がいたよう。 

☆大槌町では、介護などが必要な方がいれば包括に連絡し、包括が動くという道筋ができ

ている。ボランティアニーズ聞き取り班から繋いだケースについては、その後の結果も連

絡が来る。既に認定を受けるようになった方もいれば、サービスも開始になった方もいる

とのこと。ボランティアニーズ聞き取り班では、「ボランティアによる支援が必要かどう

か？」ということを切り口にして訪問し、必要に応じて専門チームへ繋ぐことが役割。 

また、家族や友人を亡くして心の傷を負っている方もおり、訪問して話を聞くことで、心

のケアを行っている。「眠れない」「眠剤をもらう様になった。」という方も数件おられた。

「心のケアセンター」というのも作られる予定があるよう。（まだ詳細は聞けていないが…） 

☆現在、この地区には、被災した町医者が移ってきて仮の診療所ができたり、スーパーの

出張所？もあるようで、身近の買い物にもそれほど今は困っていない様子。ただ、震災直

後の混乱で、支援物資の供給にこぼれた家庭もあったよう。「他の地区へ避難していて、そ

れから大ヶ口地区へ来たからか、班が決められていて、どの班にも入れず物資をもらえな



かった。」という家庭も数軒あったよう。（今は解決している） 

☆既に、４月下旬頃から全国の保健師が 100 名体制で岩手県大槌町に入り、全家庭へ一度

は訪問しているらしい。その時点で、ある程度、医療介護ニーズの高い方への対応はでき

ているようである。 

 

（感想） 

訪問すると「ありがとう。」「ご苦労様」と言ってくれる。知人を亡くしたり、夜が眠れな

くて心の不安を感じている方も多くおり、少しでも心のケアに努めていきたいと思います。

また、いまだに必要な機関へと繋がっていない方もいると思われるので、ボランティアニ

ーズだけでなく、介護医療ニーズにもしっかりと気づけるように意識しながら訪問してい

きたいと思います。 

 

 

 

備考 （参考情報） 

 宮古市（現在の宿泊ホテルのある場所）では、仮設住宅への入居も始まったよう。 

 現在の宿泊ホテルも、１階の 1.6ｍは水に浸かり、暖房設備も動いていない。 

 気温の差が激しく、日中の訪問時は 24 度くらいあった気温が、夕方には 10 度にまで下

がっている。夜間はさらに気温が低下し、体に応えます。 

 近隣のコンビニやガソリンスタンドもいくつかは営業再開し、店が閉まる時間は早いが、 

 特に困ることはありません。 

 信号機は大通りでも、まだ復旧していないところがあります。 

 大槌町には多くのボランティアが来ていて、ゴールデンウィークが過ぎた後減っていま

すが、今日でも 30団体 398人がボランティアに参加し、主に瓦礫の撤去などに入られて 

 います。平日では、150名くらいボランティアが来る予定。 

 

 

 

 

＊訪問調査の写真を今日は撮れなかったのですが、明日は、誰かに何とか撮ってもらおう

と思います。宮古のホテル周辺の写真を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


